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２
０
１
４
年
７
月
３
０
日
、
消
費
者
庁

よ
り
「
国
で
は
な
く
企
業
等
の
責
任
に
お

い
て
科
学
的
根
拠
を
も
と
に
機
能
性
を
表

示
で
き
る
新
制
度
」
に
つ
い
て
、
販
売
前

届
出
・
公
開
制
な
ど
の
方
針
案
を
と
り
ま

と
め
た
「
食
品
の
新
た
な
機
能
性
表
示
制

度
検
討
会
報
告
書
」
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意

見
募
集
が
実
施
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

新
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

　

新
制
度
で
は
、
企
業
の
責
任
に
お
い
て

科
学
的
根
拠
を
も
と
に
機
能
性
表
示
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
科
学
的
根
拠
等

の
資
料
を
消
費
者
庁
に
対
し
販
売
前
に
届

出
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
消
費
者
庁
は

受
理
し
た
科
学
的
根
拠
等
の
資
料
を
国
民

に
公
開
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
制
度
で

す
。
特
定
保
健
用
食
品
の
よ
う
な
事
前
規

制
型
で
は
な
い
た
め
、「
食
品
表
示
基
準
」

に
規
定
し
た
う
え
で
販
売
後
の
収
去
や
監

視
を
行
う
と
い
っ
た
運
用
に
な
る
見
込
み

で
す
。

１　

対
象
食
品
：
食
品
全
般
（
ア
ル
コ
ー

ル
含
有
飲
料
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
糖
分
等
を

過
剰
摂
取
さ
せ
る
食
品
は
除
く
）

２　

対
象
成
分
：
作
用
機
序
が
考
察
さ
れ
、

直
接
的
又
は
間
接
的
に
定
量
可
能
な
成
分

・
食
事
摂
取
基
準
に
摂
取
基
準
が
策
定
さ
れ

て
い
る
栄
養
成
分
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら

に
慎
重
に
検
討

・
機
能
性
関
与
成
分
が
明
確
で
な
い
も
の
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
運
用
状
況
を

踏
ま
え
検
討

３　

対
象
者
：
生
活
習
慣
病
等
の
疾
病
に
罹

患
す
る
前
の
人
又
は
境
界
線
上
の
人
（
疾
病

に
既
に
罹
患
し
て
い
る
人
、
未
成
年
者
、
妊

産
婦
（
妊
娠
計
画
中
の
者
を
含
む
）
及
び
授

乳
婦
へ
の
訴
求
は
し
な
い
）

４　

可
能
な
機
能
性
表
示
の
範
囲
：
部
位
も

含
め
た
健
康
維
持
・
増
進
に
関
す
る
表
現
（
疾

病
名
を
含
む
表
示
は
除
く
）

（
参
照
：
消
費
者
庁
「
食
品
の
新
た
な
機
能

性
表
示
制
度
検
討
会
報
告
書
」）

新
し
く
表
示
を
す
る
際
に
必
要
な
科
学
的
根
拠

　

ま
ず
は
科
学
的
根
拠
が
必
要
で
す
。
安
全

性
の
面
で
は
「
機
能
性
関
与
成
分
を
中
心
と

す
る
食
品
に
つ
い
て
、
食
経
験
を
評
価
」
し

た
情
報
（
日
常
的
な
摂
取
量
、
食
品
の
販
売

期
間
・
販
売
量
、
機
能
性
関
与
成
分
の
含
有

量
、
摂
取
集
団
、
摂
取
形
状
、
摂
取
方
法
、

摂
取
頻
度
等
）、
も
し
く
は
安
全
性
試
験
に

関
す
る
情
報
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

機
能
性
の
面
で
は
大
き
く
２
つ
の
要
件
が
あ
り
、

「
最
終
製
品
で
の
臨
床
試
験
（
特
定
保
健
用

食
品
の
試
験
方
法
に
準
じ
た
も
の
）」
も
し

く
は
「
機
能
性
関
与
成
分
に
関
す
る
査
読
つ

き
論
文
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
」

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
臨
床
試
験
の
場

合
に
は
経
過
措
置
期
間
つ
き
で
の
研
究
計
画

の
事
前
登
録
と
査
読
つ
き
論
文
に
よ
る
報

告
、
ま
た
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
に

お
い
て
は
査
読
付
き
論
文
か
ら
の
表
示
内
容

へ
の
支
持
な
ど
が
要
件
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
情
報
が
消
費
者
庁
に
よ
り
「
公
開
さ

れ
る
」
点
を
考
慮
し
て
お
く
こ
と
が
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

制
度
の
特
徴
と
表
示
実
務
へ
の
影
響

　

新
制
度
の
特
徴
は
、
下
記
の
よ
う
に
３
点

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
公
開
に
よ
る
高
い
透
明
性
か
ら
、
消
費
者

の
科
学
的
根
拠
に
対
す
る
知
識
が
向
上
す
る

・
食
品
表
示
基
準
へ
の
規
定
に
よ
り
、
機
能
性

表
示
に
対
す
る
品
質
保
証
業
務
が
明
確
に
な
る

・
科
学
的
根
拠
の
要
件
が
食
品
形
態
に
よ
っ
て

異
な
り
、
商
品
開
発
計
画
に
影
響
が
生
じ
る

例
え
ば
最
終
製
品
に
よ
る
臨
床
試
験
が
行
わ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
対
応
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
届
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
情
報

が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
臨
床
試
験
の
で
き
る
商
品
で
の
届
出

を
求
め
る
声
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
昨

年
末
に
消
費
者
庁
よ
り
「
効
果
効
能
の
裏
付

け
と
な
る
合
理
的
根
拠
を
示
す
実
験
結
果
、

デ
ー
タ
等
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
適
切
に
表

示
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
発
表
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
最
終
製
品
の
臨
床
試
験
を
実

施
し
た
企
業
は
、
機
能
性
表
示
の
範
囲
を
超

え
な
い
程
度
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
情
報
発

信
が
進
む
こ
と
も
想
定
で
き
ま
す
。
ま
た
１

度
の
臨
床
試
験
で
は
客
観
性
の
確
保
に
課
題

が
あ
る
と
さ
れ
る
場
合
も
想
定
し
、
ほ
か
の

論
文
を
ま
と
め
る
な
ど
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク

レ
ビ
ュ
ー
の
併
用
な
ど
の
情
報
公
開
も
進
み

ま
す
の
で
、
消
費
者
の
科
学
的
根
拠
に
対
す

る
知
識
が
向
上
し
、
商
品
選
択
の
眼
が
厳
し

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

同
じ
こ
と
は
企
業
の
品
質
保
証
の
現
場
に

も
言
え
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
は
食
品
表
示

基
準
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
の
品

質
保
証
の
業
務
の
な
か
で
、
仕
入
れ
商
品
の

科
学
的
根
拠
に
対
し
一
定
の
判
断
基
準
が
加

わ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
比
べ

て
検
査
や
確
認
が
容
易
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
機
能
性
を
ぼ
か
し
て

販
売
し
て
い
る
健
康
食
品
に
つ
い
て
も
、
新

制
度
と
同
様
の
要
件
で
の
商
品
審
査
が
実
施

さ
れ
る
可
能
性
を
考
え
る
と
、
今
後
届
出
を

す
る
か
し
な
い
か
に
関
わ
ら
ず
、
科
学
的
根

拠
を
ベ
ー
ス
に
、
新
商
品
開
発
な
い
し
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
予
定

　

新
制
度
は
近
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
を
受
け
、
そ
の
後
再
度
検
討
を
行
っ
た

後
に
、
今
年
度
中
に
正
式
に
発
表
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。
臨
床
試
験
に
関
す
る
研
究
計
画

の
事
前
登
録
要
件
等
に
つ
い
て
は
経
過
措
置

期
間
が
設
け
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
実

施
し
た
試
験
結
果
を
も
つ
企
業
に
と
っ
て

は
、
こ
れ
を
活
用
で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

新
制
度
を
機
に
、
食
品
業
界
全
般
で
科
学
的

根
拠
に
対
す
る
知
見
が
高
ま
り
、
今
後
の
よ
り

よ
い
製
品
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　　
　
　
（
川
合
）

※
 

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー　

…

　

対
象
成
分

　

の
機
能
性
に
つ
い
て
、
様
々
な
論
文
・
デ
ー
タ
を

　

収
集
し
、
結
論
を
ま
と
め
た
も
の
。

　

食品の新たな機能性表示制度の
検討会報告書公表



毎月発行　第 67 号ラ ベ ル バ ン ク 新 聞
1 月

2014 年（平成 26 年）8月１日

（松下幸之助）
衆知を集める

今月の「お気に入り」言葉

規格書検査・転記・翻訳サービスのご紹介
最近 お問い合わせをいただくことが多いサービスをご紹介します。

規格書の管理は、食品表示のチェックや作成をスムーズに行うために不可欠ということだけでなく、消費者や流通からの『この素材の原産地は？』
『この商品のアレルギーは？』といった質問に即対応できる体制を整えることになり、企業全体の「信頼」にもつながります。

しかし、商品点数や原料点数が多ければ多いほど、規格書の管理作業だけで膨大になります。規格書検査・転記（翻訳）サービスは、日本語
の規格書だけではなく、英語の翻訳もしておりますので、輸出入をされている方にもご利用いただいております。

海外から日本へ輸入する食品の規格書の場合、管理・転記はもちろん、並行して配合添加物確認などの検査を行いますので、その後の新規食
品表示作成や、原料変更などによる表示変更などの作業もスムーズに行うことが可能になります。
また、原材料の項目で、それぞれの食品原材料についての二次原材料の確認をいたしますので、日本で認められていない食品添加物が使用され
ている可能性があるものについても確認し、ご連絡いたします。（対応言語：英語）

※　検査とは、商品に使用される原材料情報と規格書情報の整合性確認を中心に、その食品カテゴリで使用可能な添加物なのか、使用量は基準内であるか、などの確認をする業務を指します。
※　検査サービスは、海外から日本へ輸入する食品の規格書のみのサービスになります。　　※ファイル形式はご相談ください。

規格書検査・転記・翻訳サービスは、様々な原料規格書や製品規格書を、
社内管理やその他指定のフォーマットに転記するサービスです。
英語から日本語への翻訳はもちろん、輸出する際の日本語から英語の翻訳にも対応しています。

原料規格書、製品規格書、仕様書、配合表、
製造工程、アレルギー、栄養成分、検査等資料など

※輸入品・
輸出品の場合

※日本への
輸入品の場合

規格書システムへの転記

エクセル形式やその他形式の
ファイルへの転記

W

？
XP

規
格
書
の
翻
訳

規
格
書
の
検
査

ラベルバンクなら、翻訳作業からすべて社内の専門スタッフがおこないます。
サービス単体でのご依頼も、食品表示作成と合わせてのご依頼も大歓迎！
まずはお気軽にお問い合わせください！

食品表示・規格書サポートサービス大阪：06-6838-7090
東京：03-6869-8354 foodlabel@label-bank.co.jp
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